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福井大学連合教職大学院における国際展開の自身の経験を跡づける
2014年 ～2019年 の取り組みのなかで

半原 芳子

1.は じめ に

筆者は2013年10∫]に 、福井大学大学院教育学研究科

[福井大学教職大学院](2018年4月 より福井大学大学院

福井大学 ・奈良女 子大学 ・岐阜皐徳学園大学連合教職開発

研究科[福 井大学連合教職大学院])に 着任 した。着任す

る前までは、主に財団法人で目系企業の外国人社員の 目

本語教育に取 り組み、NPO活 動 として外国にルーツを持

つ子 どもの学習支援 を行ってきた。そのような日本語教

育および多言語多文化共生教育を足場 とする筆者にとっ

て、福井大学教職大学院における教師教育改革の取 り組

みは非常に新 しいものであった。半原(2014)で は、着任

後の半年間の自身の経験や葛藤 を記している。

福井では、多言語多文化共生の取 り組みも継続 して行

っている。福井における外国にルーツを持つ子 どもたち

への協働的学習支援プロジェク トも、丸5年 となった。

この間その展開を、拙い表現ではあるが記録 として書き

残 してきている(半 原 ・柴岡2015,半 原2016,半 原2017,

半原2018)。 記録を書くことを通 じ、自分の実践を掴み直

すことができること、そ して実践を発展 させることがで

きることを実感 している。しか しながら、私がずっと書 く

のをためらっていた福井における取 り紅みがある。それ

は、福井大学連合教職大学院の教師教育改革グローバ リ

ゼーション(以 下、国際展開)で ある。

私は着任以降、福井大学連合教職大学院の国際展開の

動きに、かな り近いところでかかわる機会をいただいて

いる。正直そこにかかわることには、躊躇いがあった。足

を踏み入れ ると巨大な渦のなかに巻き込まれ戻れなくな

るような怖 さから、小 さくない抵抗を感 じ続けていた。し

か し今 、この 国 際 展 開 の取 り組 み が 、自身 の大 事 な 実 践 の

一 つ で あ る とい う 自覚 と責 任 が 自分 の な か に 育 ちつ つ あ

る。今 も躊 躇 す る気 持 ち は あ る が 、も う 歩 を踏 み 出す た

め に も、ま とま らない メモ に な るか も しれ ない が 、これ ま

で の 自身 の 国 際 展 開 に か か わ る経 験 を書 き 記 して お こ う

と思 う。ま た こ の記 録 が 、微 力 な が ら今 後 国際 展 開 に か か

わ る メ ンバ ー の 理 解 の 十台 に な れ ば と願 う。

な お 、こ こで 記 述 され る 内容 は 、私 の 着 任 以 降 の もの で

あ り、 か つ 私 が 認 識 お よび 経 験 して い る もの に限 られ て

い る。私 が 着 任 す る前 か ら、す で に 福 井 大 学 連 合 教 職 大 学

院 で は 国 際 展 開 に 向 け た舵 が切 られ て い た。ま た 、こ こで

は触 れ て い な いOECD口 本 イ ノベ ー シ ョン教 育 ネ ッ トワ

ー ク(Japan㎞ovativeSchoolNe㈱rksuppo丘edbyOECD)

福 井 ク ラス ター の 展 開や(木 村2017)、2017年 に 開催 さ

れ た 世 界 授 業 研 究 学 会(WALS)に お け るLessonStudy

㎞mersionProgram(ForGlobalCollaborationCultivating

Pro免sslonalLeamingCommunlties編 集 委 員 会2018)、 そ し

て2018年 か ら の シ ン ガ ポ ー ルNationalInstitutionof

Education(NIE)と の 国 際 イ ン ター ン シ ップ(王2019)等

が あ る。

H.海 外の教育者が福井大学教職大学院の教師教育

改革に参画し始めた時期に立ち会う(2014年 ～)

私 に とっ て の 国 際 展 開 の最 初 の 出 会 い は 、Mangulabnan

Paulineさ ん との 出会 い で あ る。Paulineさ ん は 、現 在 は本

学 連 合 教 職 大 学 院 の コ ー デ ィネ ー トリサ ー チ ャー(非 常

勤 ス タ ッ フ)で あ る が 、2014年10月 に 研 究 留 学 生 と して

フ ィ リピ ン よ り来 日 し、2015年4月 に福 井 大 学 教 職 大 学

院 ス ク ー ル リー ダー 養 成 コー ス に 入 学 した。Paulineさ ん
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が留学先 として福井大学教職大学院を選ぶきっかけを作

って くださったのは、当時本学にて数学教育に取 り組ん

でい らっしゃった佐分利豊先生である。数学教師である

Paulineさ んは、海外の学会で佐分利先生に出会い、それ

が縁で福井大学教職大学院の取 り組みを知ることとなる。

Paulineさ んは入学後、福井大学教育地域学部附属中学校

(現・福井大学教育学部附属義務教育学校後期課程)で 教

育実践を行いながら、我々と協働探究を進めている。

2017年10月 、研究留学生として、ミャンマーのヤンゴ

ン教育大学の教員で英語教育が専門のNaingwinSoeさ

んが来 口する。Naingさ んは ミャンマーの学校で英語を教

えていた経験があ り、その経験を活かし、高等教育機 関に

おける教員養成および教師研修のあり方 を考えたいと福

井にやって来た。Naingさ んは2018年4月 に福井大学連

合教職大学院 ミ ドル リーダー養成 コース に人学 し、

Paulineさ んと同じく現在附属後期課程で教育実践を重ね

ている。

また、この間、研究留学生とは異なる枠組みで、海外の

学校教員が福井大学連合教職大学院の取 り組みに参加 し

てくれている。「教員研修留学生」は、海外の現職教員が

最大1年 半国費留学生として 日本の大学院で学べる制度

で、その教員研修留学生として、2014年10月 にエジプ ト

からSamehMostafaSamahaElhalawanyさ ん、2015年10月

にイン ドネシアからMalaR句ekiManumngさ ん、2016年

10∫]にオース トラリアからChristieAbelさ ん、コロンビ

アか らOscarMauricioRoddguezEstupinanさ ん、2017年10

.月にイン ドからSonaleecaDasさ ん、ブータンからUgyen

D的iさ ん、そ して2018年10.月 にグアテマラからLucia

Arrecisさ んが来 目し、我々 と協働探究を行ってくれてい

る。

私 自身かれ らか ら非常に多 くのことを学んでい る。

2016年 に、当時長野県教育委員会 との交流人事で本学教

職大学院に勤務 されていた宮下哲先生と一緒に、Pauline

さんお よび教員研修留学生 との学びを以下のよ うにニュ

ース レターに記している。

1修±1・年厚を終えようとしで〃、る一Pα〃伽θさん ピブイグ

ど゚ンジ 首,表 資砺 修留学生としで1・年半の易磁多を存 っで

いる&襯 納αさん ρ:ジプ θ,漁1α さん0〆 ン 六ネ シア1,

肋め騨 さん ピグ みアニガ も,〆ま、とんどβ添語 を欝 乙

でρな〃、次藤 で餅 での学修を始めたのだが:言 語の蓮

〃、を超 之た学びを得 でお られ るよ うに想 ラ。 その難 な

〃、ぐつかあるのだろ ラが;褒 首大 き〃、のな匹耳細 な羅

を兵存 した壬 で存われ る省察 の樽 み動 ノ でぽな〃、、かど

、蟹ラ。

ノ学の更西を潤わず βの磁 で学ぶ'子どらの姿まそれを

.支える獅 の塗の姿に接 ナるま,洛 βが齪 ま乙でク、る

吻專を砂い直`さずに〆灘 、らノτなぐなる。あるク、な}β の磁

の莫獲 に鋤 され く5ま,ββ7の塚次 を鑑みな、がら,房国屡

に坂 ク紐 む展望や可階盤を探 らざるを得な ぐなる。また,

その挑辮 な卵1を 競 ナるための覚暫 を6た ざるを浮

な ぐなる。さら〆ζ そのよラな難 を磁紡ナ(汐夕〆ζ 語 ら

虎 る汐容にな言棄や習艀などの差 を超えたプち湧廊 ∫多い

こ、をに気付 ぐようになるま,騰 に立 ち1句か うための勇

気が湧〃、でぐく5、からだ忌、蟹ラ。

(福井大学教職大学院ニュースレターNo.80[2016.2.13]よ り)

さ らに 、2016年4.月 に 、 ア メ リカ か らElizabethSugino

Ha丘mam先 生 が着 任 され た 。H訓mann先 生 は ア メ リカ で

数 学 教 育研 究 に取 り組 ん で こ られ て お り、2年 間 とい う短

い期 間 で は あ った が 、本 学 教 職 大 学 院 の 国 際 展 開 の 中核

を担 っ て くだ さっ た。 具 体 的 に は 、OECD日 本 イ ノベ ー

シ ョ ン教 育 ネ ッ トワ ー ク福 井 ク ラス ター の 国 際 担 当 を さ

れ 、ま た2016年 か ら始 ま ったJICA課 題 別 研 修Knowledge

Co-CreationProgram(後 述)に 率 先 して か か わ っ て くだ さ

っ た。

外 国 人 教 員 と して は 、2017年4.月 に 中 国 出身 で英 語 教

育 が ご専 門 の 王 林 鋒 先 生 が 、2018年9月 に はエ ジ プ ト出

身 で 日本 語 教 育 が ご 専lli」のYasr【 血eSamyGamalEldhl

Mostafh先 生 が着 任 され 、国 際 展 開 を支 え る メ ンバ ー の層

が 一層 厚 くな った 。

皿.世 界の教育改革が同じ方向性を向いていることに

気づき、同じ地平に立つ海外の教育者たちの取り組

みから学ぶ

1.JICA課 題 別 研 修KnowledgeCo-CreationProgramが 始

ま る(2016年 ～)

海外の教育者たちが福井に集ま り始めるなか、2016年

度よ り独立行政法人国際協力機構(以 下、JICA)が 行 う課

題別研修の一つであるKnowledgeCo-CreationProgramが

始まった。それは3週 間のプログラムで、初回の2016年

度はアフリカの4ヶ 国(エ チオピア、マラウイ、ナイジェ

リア、ウガンダ)か ら7名 の教育者が参加 した。当時私は

教職大学院着任3年 目で、ようやく口本の学校教育の状

況を理解 し始めた頃だった。そのような私が、海外の教育

改革のために一体何ができるのか不安に思ったことを今
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でも覚えている。しかし、アフリカの先生たちから語 られ

る内容は、 目本が抱 えてい る状況や困難 とい くつ もの類

似点があった。7名 の先生方は教諭、地区のクラスター リ

ーダー、ナショナル トレーナー等経験や立場、そして年齢

も様々であったが、子 どもたちのためにより良い教育を

行 うこととよい学校 をつ くることを心か ら望み、そのた

めに自分たちを成長 させ続 けようとしていた。

初めて聞くアフリカの状況に自分の想像力が ト分に働

かず、また 自身の英語力の拙さもあり、先生方のために自

分ができたことなどほんの僅かだったと思 う。しかし、世

界の教育改革が同じ方向性を向いていることをアフリカ

の先生方の経験から実感を持って知ることができ、福井

大学教職大学院の柳沢昌一先生をはじめとする日本人メ

ンバー、そ してPaulineさ んやHaltmalm先 生といった海

外か らのメンバーと 緒 にこのプログラムを実践できた

ことは、私にとっての国際展開の 「扉」とも占える重要な

出来事であった。

2017年 度、2018年 度 と本プログラムは継続 され、参加

されるアフリカの先生方の国や地域も増 え、 こちらのメ

ンバーもE述 のように厚みを増 してきている。

2.ア フ リカ ラ ウ ン ドテ ー ブル の協 働 開催(2017年 ～)

2016年 のJICA課 題別研修に参加 したマラウイのナシ

ョナル トレーナーであるチャールズさんと、マラウイの

中等学校で数学の教員をしているビク トリア さんが、帰

国後 自分たちの国でラウン ドテーブルを行いたいとし、

2017年10月 に 「マラウイラウン ドテーブル」を協働開催

する運び となった。それはチャールズさん とビク トリア

さんの、上意 ド達のカスケー ド方式の研修を変えていき

たい とい う意思 と行動によるものであ り、私は幸いにも

そこに立ち会 う機会 をいただいた。

このラウン ドテーブル には、2017年JICA課 題別研修

に参加する予定の4名(中 等学校教員、中等学校長、ナ リ

クレ教員養成大学教員)を 含む約30名 のマ ラウイの教育

者および教育関係者が参加 した。私はマラウイラウン ド

テーブルに参加 した感想を、当時以 ドのようにニュース

レターに綴っている。

・今回 マラクイを訪ね教 敵 車7こ庖1〆ノ、た試儲 誤をノZノ甥

きナるなか で想 った こ、とな、仔本 が函 乙で〃、る認 暫ま

元差がなク、、昇 、ラこまだわた。おそ らぐ堺 のどこのβ7

や磁域 ら偏1じよ うな認 暫に緬 乙でク、るのだち ラ。教育

雌 のプ ロをヌをつぐクだナこどな、まるで瀦 を痘 ラ

よラな大変な 乙んどさを浮ラ6の である。乙か し、今∠可マ

ラクイの教鰍 冴を少 しでち変え で〃、ぐためにチャーノレ

ズきん、 ど〕クみグアさん をぽ0め とナるマラクイの教育

着達 な痘分達のぞれぞ物の蜥 で継 な努力を損み動

で〃、た。その姿を見て頭 が万がく5、蟹いであるま塒 に、彼

らま同 じ時蕉に塗 き切蹉琢磨 できく5ことを・△から嬉 しぐ

、蟹った。マラクイの教淳孝達の ん壮フヒな野ノ乙ゾにノ竿走乙≠季

に学び診えく5よう、β分β身を成 長ざぜた〃も

(福井大学教職大学院ニュースレターNo.104[2017.ll.1]よ

り)

このマラウイラウン ドテーブルは、翌2018年 にはマラ

ウイの全国の中等教育の理数科教員が集まる研修会の一

部 として開催され、約300名 規模での実施 となった。先

生方の多くは、5～6名 の小グループで実践を語 り合 うラ

ウン ドテーブルのスタイルに初めは戸惑っていたが、次

第に顔を寄せ合い、膝をつきあわせ、自分たちの学校の生

徒の様子や 自身の授業の工夫を自分たちの言葉で熱心に

語り合いは じめた。その光景を見て、アフリカから何かが

大きく変わってい く予感がした。

次回3回 目となる2019年 のマラウイラウン ドテーブル

は、近隣諸国のメンバーを加えた 「アフリカラウン ドテー

ブル」として開催する予定とのことである。マラウイをは

じめとするアフリカの先生方の挑戦に、胸を躍 らせてい

る。

IV.世 界の教育改革が 自分事となり始 める(2019年 ～)

自身の過去の経験 と現在の取 り組みがつながり始める

エ ジ プ ト 日本 教 育 パ ー トナ ー シ ッ プ(2019年 ～)

ここでは、主に2019年L月 よりスター トしたエジプ

ト・日本教育パー トナーシ ップ(Egypt-JapanEducation

Partnership:EJEP)に おける教員研修についてふ り返 る。

前節のJICA課 題別研修と節を分け、本研修の意義を探 ろ

うとす る理由は、私個人の経験によるものである。

私は2001年 から2002年 までの1年 間、エジプ トの大

学で 日本語を教えていた経験がある。その前の2年 間隣

国ヨルダンで 日本語教育に従事 したものの、当時の自分

は教科書の単語や文型を学生にリピー トさせ暗記 させ る

ことしかできず、目本語教師とは何か、そ して目本語教育

とは何か とい う大きな問いにぶつかっていた。 ヨルダン

での2年 間が終わるタイ ミングで、エジプ トの大学で働

く機会が舞い込み、場所を変えもう一度頑張ってみたが、

やは り教科書の単語 と文型を教えることしかできなかっ
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た。ただ、このエジプ トで出会った同僚の先生と学生か ら

は本当に多 くのことを学んだ。

口本に帰国 し、口本語教師として働きなが ら大学院に

通い、新たな口本語教育を模索 した。そ うしたなか、2011

年にエジプ ト革命が起こり、エジプ ト礼会が混乱 と疲弊

に陥った。テ レビのニュースでかつて私が日本語を 「教え

ていた」学生が映 り、彼女は絶望を語っていた。その時、

いくら新米 日本語教師だったとはいえ、自分が彼女に行

った未熟な目本語教育を心から悔やんだ。

大学院の恩師は、私の ヨルダンとエジプ トでの経験を

ご存 じで、それが私の実践 と研究の最大のモチベーショ

ンであることも知っている。エジプ トの研修が始まる前、

恩師に不安な気持ちを打ち明けた。恩師は、「自分の過去

の経験 と今の 自分の取 り組みがつながることは幸せなこ

と。それが(あ なたが)生 きているとい うことなので、頑

張 りな さい」と背中を押してくれた。そ うしたことを経て、

私は福井大学連合教職大学院が取 り組む、エジプ ト・口本

教育パー トナーシップのプロジェク トに参加す る機会を

いただいた。

2019年1∫i31日 、E∫EPに おける教員研修がスター ト

した。具体的には、エジプ トで新たにつ くられているエジ

プ ト日本型学校(EgyptianJapaneseschools:EJS)に 勤務す

る先生方が参加す るものであり、国内での研修期間は6週

間である。福井大学連合教職大学院では、EJSの 先生方 と

21世 紀の学習のデザインとプロセスを、協働探究を通 じ

学んでい くことに取 り組んだ。

今回第一バ ッチとして来 日した先生方は、EJSで管理職

を担 うメンバーを中心とした 「マネジメン トコース」の21

名 と、EJSの初等クラスを担当している先生方を中心とし

た 「アクティビティーコース」の21名 であった。研修期

間は6週 間で、私は主にアクティビティーコースの先生

方の学習に同行す ることとなった。

アクテ ィビティーコースの先生方は全員女性で、年齢

は30代 前後の方が多 く、EJSの 前に1～2校 別の学校で

勤務経験のある方が多かった。21名 は、ホームグループ

としてP・Q・Rの3つ のグループ(7名 ×3グ ループ)

に分かれ、ホームグループ(全7名)お よびアクティビテ

ィーコース(全21名)、 そ してマネジメントコースの先

生方と共に(全42名)で 、協働探究を行った。なお、マ

ネジメン トコースの先生方 も同 じよ うにホームグループ

としてA・B・Cの3つ のグループ(7人 ×3グ ループ)

に分かれ、協働探究を行った。

ここでは、私が特に同行す る機会が多かったアクティ

ビテイーコースのQグ ループの7名 の先生方の学習過程

および 白身の気づきを、研修中に書き取ったメモをもと

に辿 り、本研修をふ り返る。なお、マネジメン トコースに

ついては、淵本(2019)に 学習過程が記 されている。

CycleO(1/31～2/2)多 様な実践に出会 う一三つの種、

東京都板橋区立金沢小学校および長野県伊那市立伊那小

学校訪問一

研修は、東京でスター トした。初 口は、本学連合教職大

学院および これまでの国際展開プログラムにおいて大事

にされている 「三つの種」からスター トした。私はかつて

日本語教師 として 日本語を教えていた時、「自分から出発

すること」を基本に、自己紹介を大切にしていた。本学教

職大学院でこれまで幾度 も 「三っの種」に立ち会 うなかで

思 うのは、それは 「実践者」としての自己紹介であるとい

うことだ。「三つの種」では、現在に至るまでの自分の歩

みを自分の言葉で語 り、そ して今の白分の状況を白分の

言葉で探ってい く。Qグ ループの7名 の先生方は 「三っ

の種」で、EJSの 前の前任校での辛い経験を語った り、特

別な支援を必要 とする子どもたちとのかかわ り方が分か

らないとII土露 した り、EJSが スター トしたもののどのよう

に授業づ くりをしたらよいか、また保護者 とどのよ うに

EJSの 教育を共有 したらよいか思考錯誤 している等を話

していらっ しゃった。一人一人状況の違いはあるものの、

EJSと い う新 しい学校づくりに向け、期待 と意欲いっぱい

であることは7名 の先生方全員に共通 していた。

翌 日(2/1)は 、東京都板橋区立金沢小学校を、翌々 日

(2/2)は 長野県伊那 市立伊那小学校を見学した。私はQ

グループの先生方 と行動を共にしなが ら、先生方がどん

なところに関心を持っているのかを探っていた。また、多

様な実践に出会 うなかで、先生方の関心がどのように広

がっていくのかを捉えたいと思っていた。

金沢小学校では、教室の壁や廊下に、子 どもたちの作品

がいっぱい掲示 ・展示 されてお り、先生方はそれ ら一つ一

つを感心 した様了で見入っていた。また、きれいに清掃 さ

れた トイ レや、子 どもたちが 潤 で自分の役割が分かる

給食当番表な どをカメラにおさめていた。そ して、活動 を

メインとした授業では、子 どもたちに誘われ、一緒に昔の

遊びをした り歌を歌った りして、子 どもとかかわること

を心底楽 しみなが ら日本の学校に触れていた。

伊那小学校は、公開学習指導研究会への参加であった。

総合学習 ・総合活動を中核に据えた教育課程を編んでい

る同校で、Qグ ループの先生方は、午前は 「もや し工場づ

くり」をテーマにもや しを育てている2年 山組の授業を

中心に参観 し、午後はアヒルが安心 して卵 を産める環境
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づくりに取 り組んでいる2年 川組の授業を中心に参観 し

た。また、特別支援学級に関心のある先生もいたため、特

別支援学級も参観 した。私は通訳のサラさんを通じ、子 ど

もたちの学習プロセスに価値を置きなが ら、 目の前で行

われている子 どもたちの議論の内容を伝 えた り、教室に

掲示 されている子 どもたちの学習記録を紹介 した りした。

後の質問タイムで、先生方か らは 「特定の教科書があるの

か」、「プロジェク トのテーマはどのよ うに決まるのか」、

「どのような基準で特別支援学級に入 る子 どもが決まる

のか」、 「子どもたちの活動をどのよ うに評価 しているの

か」等の質問があった。

Cycle1(2/4～2/8)LeamingbyDoingActiveLeaming

「主 体 的 ・対 話 的 で深 い学 び」 の デ ザ イ ン と プ ロセ ス を

探 る

CycleOと して第1週 口に東京 と長野で多様な 目本の学

校の実践に出会った後に、福井でのサイクルがスター ト

した。福井における初発のサイクル となるCyclelで は、

「主体的 ・対話的で深い学び」のデザインとプロセスを探

ることがねらいとされた。新たな学習のデザインとプロ

セスを探 ることは、自分たちのこれまでの学び方 を変え

ていくことを抜きにしては実現できない。前週のCycleO

でもそこは意識 されていたことではあるが、Cyclelで 改

めて柳沢先生からEJSの 先生方に、先生たちのなかでフ

ァシリテーターを立て、 自分たちの問いを自分たちで探

り深めることが提案 された。

2/4(月)自 分の見方や考え方を発展させるための記録に

取り組む

柳沢先生より、Cyclelの 初 目の活動 として、金沢小学

校 と伊那小学校を見学 しての印象や感想、考えを記録に

してい くことが提案 された。記録は白分がこれまで時間

をかけて築いてきた思考や物の見方、考え方を、新たな経

験やそ こから考え始めたことを編み込みなが ら、これま

でとは違 う価値観や新たなパースペクティブを手に入れ

るための大切なツール となることは、私 自身 この5年 間

の経験のなかで実感できている。柳沢先生は 「持続的な探

究とそれを支える記録」とおっ しゃっていたが、その通 り

だと思 う。

Qグ ループの7名 の先生方の記録には、次のようなこ

とが書かれていた。箇条書きではなく、ス トー リーで書い

てくだ さっている先生もいたが、通訳のサラさんを通 じ、

先生方が書いている内容を断片的に教えてもらったため、

ここでは箇条書きでの共有 となることをご容赦いただき

た い 。

〈金沢小〉

・子どもたちが歓迎 してくれて嬉 しかった

・体操着で寒そ うに見えたが、子どもたちは元気に取

り組んでいた

・子 どもたちは掃除や給食の時に白分の役割を理解 し

ていた

・話 し合いで学習を進めていた

・音楽の授業で昔のいろいろな遊びを行っていた

・給食で余った果物を、ゲームを通 じ分け合っていた

・校長と副校長が協力 し合っていた

・保護者の参加があった

〈伊那小〉

・自分で考えたことを発表 していた

・子どもと教師が共に学習す る学校であると感 じた

・地域社会が学校を支えている

・公開研究会が学会のような様 了だった

・子 どもたちは植物や動物をよく見てメモを取 り、成長

す るよう環境を整えていた

・クラスの名前がその学級で取 り組んでいる内容を

表 しているようだった

・教室がラボラ トリーのようだった

・子どもたちの座 り方がUの 字だった

〈全体〉

・学校が子どもにとって安全な場所だった

・保護者 にも役割があった。エジプ トには保護者への

便 りがない

・毎.月学習の計両(体 育、掃除、マラソン等)が 立て

られ、それが保護者 とも共有されていた

こうした記録をもとに、Qグ ループの先生方は自分た

ちの問いとして、「子 どもたちに自分の役割を意識 させ る

にはどうしたらよいか」、「教師の役割はどのようなもの

か」、「(口本の)先 生たちはどのように特別活動(以 下、

「特活」と記す場合もある)を 意識 しているのか」、「保護

者の参加をどのように促 していけるのか」等を挙げてい

らっしゃった。

この 日は、本学連合教職 大学院の木村優先生 よ り

OECDEducation2030の 枠組みが紹介され、午後は持続的

な協働探究的学習のデザイ ンを探るため、実践記録 「あそ

ぶ ものをつくろう」(『改訂小学校学習指導要領の展開 生

活科編』より)を 読む ことに挑戦 した。
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2/5(火)子 どもたちの主体性に触れ、教師の役割を考え

始める

この口は朝から、福井大学教育学部附属義務教育学校

前期課程を訪れた。前期課程1年 生の子 どもたちと、こ

の4刀 に前期課程に入学する附属幼稚園の園児たちとの

間で 「わ くわく交流デー」が行われてお り、そこに立ち会

う機会を得た。前期課程1年 生の子どもたちが、前期課

程に入ってからの1年 間の自分たちの経験を園児たちに

紹介 し、手作 りのゲームで 緒 に遊んだり、歌を披露 した

りした。エジプ トの先生方は、「子 どもたちが責任 を持ち

全部白分で行っている」ことに驚き、「先生があま り前に

出てこない」ことや、「園児の保護者がいるにもかかわ ら

ず、園児は保護者のところに行かず、しっか り交流に参加

している」様子を見て取 りなが ら、一緒に同行 していた本

学連合教職大学院の中島健先生に、「どのように子どもた

ち同士を協力 させ るのか」と質問 していた。中島先生は、

「子 どもたちにとって楽 しいことを行 うことや、子ども

たちが同じ目的を持つことを支援すること」、そのために

も 「担任同士のコミュニケーションが大切であること」等

を、ご自分の経験をもとに話 してい らっしゃった。午後は

給食参観、清掃参観 を行い、2年 生の社会創成プロジェク

トを見学 した。そこでは町探険で調べたお店の紹介を、了

どもたちがグループで、ポスターで発表 していた。

この 口のふ り返 りでは、アクティビティーコースの先

生方の関心は、主に給食や清掃のことに集 中した。「協力

して、 とても静かにきれいに掃除を行っているのは素晴

らしい」、「掃除の役割は誰がどこを行 うのか」、「給食の時

みんな列に並んで規律を守っている」、 「給食の分担は誰

が決めるのか」といった感想や質問が出された。社会創成

プロジェク トについても、「子 どもたちが建設的に意見を

述べ合っていた」様子を見て取っておられ、「どのグルー

プが どの店に行 くなど、どう決めたのか」といった学習デ

ザインについての質問があった。また、今 もなおチ ョーク

が使われていることに驚いていた。

2/6(水)問 いの広がりと葛藤のなか方向性を吟味する

この口の午前は前 口に続き、福井大学教育学部附属義

務教育学校前期課程の授業を見学 した。1年生から6年 生

までの縦割 り活動 と、理科(5年2組)、 道徳(3年1紅)、

国語(2年1組)の 参観を行った。縦割 り活動では、各学

年1～2名 によるチームで、フリス ビーや風船テニスなど

を行っていた。その様子を見て、「縦割 りの学級会がある

のか」、「ゲームを決めるのは誰なのか」といった質問があ

がっていた。それぞれの授業の見学では、先生たちの役割

や工夫に注 目していた。「先生が教えるとい うよりも、子

どもたちが推測 して、それをみんなで共有 している」様子

や、「自分で記録を書いて、それか らグループで話し合っ

ている。この研修 と同じ構造」といった、子 どもたちの学

習 と自分たちが現在進めている学習の共通構造を見て取

る先生もいた。

そ うした問いを重ねなが ら、午後は特別活動研究会の

第1回 目として、アクティビティーコースの先生方には

本学連合教職大学院の岸野麻衣先生より、「新学習指導要

領 第6章 特別活動」を踏まえ、特別活動にかかわる提起

が行われた。そこでは、まず、特別活動の大きな目標およ

び4つ の領域(学 級活動、児童会活動、クラブ活動、学校

行事)と 、指導計画 として 「児童の主体的 ・対話的で深い

学びの実現を図る」こと、「各教科、道徳科、外国語活動、

総合的な学習の時間などとの関連 を図」 ることが新学習

指導要領で提案 されていることが確認された。そして、こ

れまで見てきた金沢小学校、伊那小学校、附属義務教育学

校の取 り紅みが参照可能であることが提案 された。エジ

プ トの先生方がEJSで すでに取 り組んでい らっしゃる特

別活動を踏まえた上で、これからそれぞれの学校 ・学級で

どのように発展させることができるのかを一緒に考えた

いとい う思いか らの提案である。 これまで金沢小や伊那

小、そ して附属の礼会創成プロジェク トに立ち会いなが

ら先生方が問いを広げたり、時にご自分たちがEJSで 取

り組んでいる特別活動のフレームで子どもたちの様 子を

見ようとした りと、よい意味での 「揺れ」を経験 している

先生方にとって、このタイミングでのこの提案は、先生方

が次のパースペクティブを掴むための梯子となるもので

あったと思 う。この後、各 自で実践記録 「あそぶ ものをつ

くろ う」を読み、子 どもが活動を発展させていく様子 を自

分たちな りに掴みながら、この 日の学習を終えた。

2/7(木)教 員の力量形成や協働に関心を寄せる

この 目は、マネジメン トコースの3グ ループ(A・B・

C)と アクテイビテイーコースの3グ ループ(P・Q・R)

がそれぞれ分かれ、福井市の公立小学校(円 山小学校、和

口]小学校、宝永小学校、啓蒙小学校、中藤小学校、森 田小

学校)を 訪問 した。私はQグ ループの7名 の先生方 と、

柳沢先生、通訳のサラさん と 緒 に中藤小学校を訪問し

た。朝7時 半か ら子 どもたちの集団での登校の様子 を見

るところか ら始ま り、朝の会、授業参観(2-1音 楽[あ い

さつの歌]、3-1総 合[町 の調査]、3-3音 楽[専 科の先生

の楽器の授業])、そして校長先生からの学校概要の説明、

大休み参観、給食の見学等、一 日学校の様子を見せていた
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だいた。

この中藤小学校の訪問は、これまでの学校訪問のなか

で、おそらく一番地域 との連携が 目に見える訪問だった

ように思 う。具体的には、子どもたちの登下校をサポー ト

する地域の方たちの様子を見ることができ、また教頭先

生が校内を案内してくだ さるなかで、図書館が夕方は児

童クラブの場所 として使用 されていることや、休 日に体

育館が地域の人に解放されていること等を教えてくだ さ

った。子どもが育つ学校が地域のなかにあること、そ して

その学校は地域のためにもあ り、保護者や地域の人と連

携 しながら学校が多様な役割を持っていることを、この

時エジプ トの先生方は強 く感 じ取っていた と思 う。その

後の西村校長先生 との交流の時間のなかでも、地域 との

連携について、「どのようにボランティアを募集 している

のか」、「教員 と保護者が直接連絡を取 り合えるのか」等の

質問があがっていた。その他にも、学費のことや総合のテ

ーマ決めのこと、非常勤の先生の資格のこと、教員評価の

こと、教員研修のこと、有給のこと、そ して教員同+の コ

ミュニケーションのことなどを尋ねていらっしゃった。

このよ うに当時のメモを読み返 してみると、 この時の

エジプ トの先生方の質問の多くは、教員に関す るものに

集 中していることに気づ く。おそ らく学校が地域 ととも

にあるためには、教員の力量形成や協働が大事であると

の感覚を先生方が掴んでい らっしゃったか らだと思 う。

最後に西村校長先生がエジプ トの先生方に、「学校がチー

ムであること」が大事であると伝えてい らっ しゃったが、

エジプ トの先生方はこの言葉を心からの納得をもって受

けとめていたと思 う。

2/8(金)こ こまでの自身の探究を前向きに表現する

CycleOとCyclelに おいて、口本のいくつかの学校を訪

問 し、実際の活動や学習の様子を見てきた。この 口は、こ

れまでの訪問のなかで印象に残ったこと、考えたこと、そ

してそことかかわる自身の学習の歩みを記録(レ ポー ト)

に し、それ を後半各コースにてクロスセ ッシ ョンを行い、

報告 した。先生方は、初 目の 「三つの種」から出発 した本

研修におけるご白身の探究の歩みを記録にすること、そ

の歩みをクロスセ ッシ ョンで語 ることに、 とても前向き

であった。あいにく私はアラビア語が分からないため、通

訳さんを通 じレポー トの内容や クロスセッションでの内

容 を断片的に知ることしかできなかったが、幸いQグ ル

ープのヒン ドさんのふ り返 りを、本学連合教職大学院の

ヤス ミー ン先生の通訳か ら、以 ドのよ うに知ることがで

きた。

・附属の 「わくわ く交流」で1年 生が幼稚園児に花の種

をあげていた。あんなに小 さい1年 生が歌を上丁に歌

えていて驚いた

・先生たちが専li[」家 としての研修 を受けている印象があ

る

・子どもたちが 自分で努力 して作品をつ くる楽 しさを味

わっている

・先生の役割がファシリテーターである

・子 どもたち同士で情報交換をしている

・先生たちがまわ りの先生のことを考えながら行動 して

いる。協働 しながら交流 しながら進めている

・子ども同士があたたかい雰囲気 をつ くりなが ら行動 し

ている

・子 ども同士のコメン トがポジティブである

・学校 と地域が連携 している。中藤小学校では体育館や

図書館が地域 に解放 されていた。そのお返 しに地域が

見守 り活動を行っている

・中藤小学校の総合学習は附属 と同じ構造を持っている。

そのため2つ の学校は交流できる。

・「学校で 番 好きなところは図書館」とい う子 どもの返

答に感動 した

CycleOと1を ふ り返 っ て

自分の当時のメモをもとに、CycleOと1の 、主にアク

ティビティーコースQグ ループの先生方の探究を、自身

の印象や感想 を交えなが ら跡づけてみた。実際のところ

事実の羅列になっている部分は否めないが、書きながら

当時の状況がありあ りと思い出されるだけではなく、ど

うして(EJSの 先生方が、そ して私が)そ ういう場而が印

象に残っているのか、どうして(EJSの 先生方、そして私

が)そ の ことを大事にしようとしているのかを考える機

会 となっている。

私には私が大事だと思っていること、関心を寄せてい

ることがある。例えば、地域 との連携がその 一つである。

ただ、今回EJSの 先生方の探究に同行するにあた り、そ

うした 白分の意見を前面に出す ことは、言葉の問題 もあ

ったが極力控 えるよ うに した。まずは先生方のエジプ ト

での状況、そ してこれまでのご経験のなかで耕 されてき

たお 一人お 一人の考え方や価値観 を大事に聴 き取ること

を心がけた。

Qグ ループの通訳のサラさんの存在は、非常に有 り難

かった。東京外国語大学の研究生であるサラさんは、私と

一緒に先生方の状況を一生懸命探 ろうとして くれ、先生

方が考えていることをサラさんのなかで大事か大事でな
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いかを判断 ぜず、そのまま私に伝えてくれた。本学連合教

職大学院のコーデ ィネー トリサーチャーであり、下川大

学の教員でい らっしゃる石井恭子の存在 も大きかった。

私が席を外 さざるを得ない時は、石井先生が代わ りにメ

モを取って くれた。このように、今当時の記録 をもとに探

究のプロセスを辿ることができているのは、石井先生の

記録のおかげでもある。

「LeamingbyDoingActiveLeaming『 主体的 ・対話的

で深い学び』のデザインとプロセスを探る」探究は、私た

ちが主体的 ・対話的で深い学びを実現 しようとす ること

で成されるが、CycleOと1を 通 じ、その構えが、そ して

そのための関係性が、先生方の問で、私のなかで、ゆっく

りと、まるで足場を組んでいくように構築 されていった

ように思 う。そ して、そのこととかかわりながら、はじめ

は 「あれもこれ も」であった問いが、次第に位置関係 をと

りは じめ、重要性の度合いが吟味されていったように思

う。

Cycle2協 働探究の長期的な展開プロセスとそれを支え

る教師の専門職学習コミュニティ

Cycle2で は、CycleOと1で 考え進めてきた子どもの協

働探究の長期的な展開プロセスに加え、それを支える教

師の協働探究の長期的な展開プロセスとそれを支 える教

師の専門職学習コミュニテ ィへの展望を拓いていくこと

がテーマであった。週末にゆっくり休みをとってからの、

Cycle2の 開始であった。

2/11(月)長 期に渡る探究的学習の要素を掴もうとする

先週の金曜 目のクロスセ ッシ ョンでの熱気がまだ感覚

として残っているこの 目は、クロスセ ッシ ョンのふ り返

りか ら始まった。クロスセッシ ョンで終わりとせず、次の

探究に向か うためにふ り返 る。 これは正直やや しんどい

ことである。しかしながら、このふ り返 りは次の探究に向

か うために非常に大事であり、それを行 うか行わないか

で探究の深まりが違ってくる。行わなければ、同じ問いの

なかで ぐるぐると旋回し続 けるだけかもしれない。

Qグ ループのふ り返 りでは、Qグ ループにおける白分

たちの探究が、「問いが定まっていないものだった」こと

が話題 となった。他のアクティビティーコースのメンバ

ー(Pグ ループ、Rグ ループ)の 記録やふ り返 りから、そ

のように思ったらしい。「ポイ ントを絞ることが大事」(イ

シュラクさん)、 「ポイン トが押 さえられなかったのはチ

ームのなかにいろいろな問いがあるからこそ。でも、これ

からは絞っていきたい」(ヒンドさん)、といった意見が交

わされた。途中、先生方が殊更熱L・に議論をし始めた。通

訳のサラさんによると、先生方は、EJSで の子 どもたちの

学習として、今消えつつあるエジプ トの文化を継承す る

プロジェク ト、例えばエジプ トの伝統的なチーズの作 り

方を復活 させ る等のアイデアを出し合っているとのこと

だった。自分たちのEJSで できるLeamingbyDoing、 そし

てActiveLeamingを 具体的に探 り始めている先生方の様

子に、月曜 口の朝から元気をもらった気分であった。サラ

さんは、クロスセ ッシ ョンで先生方がいろいろな人の意

見を聞 くなかで、 自分のなかでや りたいことが想像 しや

す くなった様子であること、先生方が学校(EJS)の まわ

りのこと、地域の人のことを考え始めていることを教え

てくれた。また、サラさんは、他のグループの先生方の撮

告では、クラスに人ることができない子 どものことは話

題になっていなかったが、Qグ ループの先生方は中藤小

学校で玄関から入れない子 どもが玄関横にある保健室か

ら入 ることができる仕組みに注 目していたことを例に挙

げ、Qグ ループの先生方の関心の特徴 として、クラスに

入れなかった り病気をした りしている子 どもへの配慮の

仕方があるのではないかと、私に伝えて くれた。その他、

ふ り返 りにおいて、Qグ ループの7人 の先生方は、「どう

して 口本の教育がこんなに発展 しているのか」を話 し合

っていた。それについて、「先生たちがカ リキュラムを変

える柔軟性がある」、「授業や活動において、地域住民とか

かわっている」、「勝ち負けの競争がない」といった見方が

出し合われていた。

この 口は、岸野先生よ り、省察的かつ重層的な持続的学

習 と、それを支える教師の授業研究についての提案(20分

ほど)が あった。その提案を聞きなが ら、これまでの伊那

小や附属での見学、読んできた実践記録 「あそぶ ものをつ

くろ う」、書いてきた 自分たちの記録、そ うした経験が改

めて、実感 を持って意味づけられたように感 じた。午後は、

その提案を受け、グループでのディスカ ッションの後、実

践記録 「スズメノカタビラの生態を探究する(理科・1年)」

(『学びを拓 く 《探求するコミュニティ》第1巻 学び合

う学校文化』より)と 、 ドナル ド・シ ョーンの 『Educating

theRenectivePractitioner』の 「ReflectioninAction」のパー

トをじっくり読み、感想 を交わ した。以下は、主に 「スズ

メノカタビラ」を読んだQグ ループの先生方の感想であ

る。

・子どもたちはいろいろなグループに分かれて実験 して

いる。先週金曜 日自分たちが行ったクロスセ ッション

のような中間発表があ り、そ こで リフレクションが行
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われている。

・先生の 「先輩が作ったものを参考にしてくだ さい」とい

うのがよい。クラスだけではなく先輩のものがあ り参

照できるのが良い。

・クロスで自分たちの考え方 より、良いものに出会って

いる

・先生が自分の意見を押 し付けるのではな く、了どもた

ちに考えさせている。意見が違 っていても尊敬 し合 う

こと。スズメノカタビラで水分が多い、少ないとい う意

見。違っていても尊 重し合 う。正解がないのが良い。正

解がないので探究 し続 けることができる。

・「あそぶ ものをつくろう」では、一人一人が取 り組んで

いてよかった。スズメノカタビラは自分たちのまわ り

にあるものだから、グループで取 り組める。「あそぶも

のをつ くろう」ではどんな車をつ くりたいか、子ども 一

人 一人の発意。どちらの実践記録の実践 も、子どもが主

体的になぜかを問 うているのが良い。

・先生の役割がファシ リテーター

この感想か ら、先生方が実践記録を非常に丁寧に検討

しているのが分かる。そして、この時点において、先生方

が長期に渡る探究的学習の要素となるものをすでに掴ん

でい らっしゃることも分かる。

2/12(火)子 どもたちの探究を目の当たりにする

この日の午前中は附属幼稚園を見学 し、午後は附属幼

稚園の斎藤弘子園長のお話を聞き、その後斎藤園長 との

問でのQA、 そ してふ り返 りを行った。アクティビティー

コースの先生方は、現在EJSで 同じ年齢の子 どもたちの

教育にかかわっているため、この 目の見学 とデ ィスカ ッ

シ ョンはとても熱がこもっていた。

見学の際、3歳児は附属特別支援学校の子 どもとの交流、

4歳 児は自由遊び、5歳児は外 と中に分かれて遊んでいた。

エジプ トの先生方はEJSで 同 じ年齢の子どもたちに教科

(アラビア語、算数、道徳、英語、社会的概念[歴 史等]、

科学的概念、音楽、体育、美術)教 育を行っているそ うだ。

そのため、目の前で広がる 「遊び」を通 じた子 どもたちの

伸び仲び とした学びに、先生方は、初めはにわかに信 じが

たいといった様子だった。砂場で遊んでいる子 ども、先生

と大なわ とびを楽 しむ子ども、植物を観察す る子ども、室

内で友達 とアクセサ リー シ ョップを作ってい る子 ど

も… 。子どもたちは園内を縦横無尽に駆けまわ りなが ら、

思い思いの遊びを創造し、楽 しみ、そ してその遊びを発展

させてい く。また、部屋には子どもたちの作品がたくさん

飾 られている。それ らを見て、「教科がないのになぜ文字

が書けるようになるのか」、「教科がないことに驚 くが、先

生たちは何人いるのか」等質問していた。エジプ トの先生

方は、子どもたちの様子をじっくり観察 し、葛藤 しながら

も遊びの意味を見出そ うとしていた。外での子 どもたち

の遊びの様子を観察 していたQグ ループのユステ ィナさ

んが、その後のグループでのふ り返 りでこのように述べ

ている。

「子 どもは泥だんごが作れる土と砂の性質を知ってい

た。草が生 えているところではそれに適 した遊びをし

ていた。幼稚園なのでブランコとすべ り台があるだろ

うと思っていた。実際に見たら、了どもたちにとっての

遊具はそれだけではなかった。葉 っぱで料理を作って

いる子ども、バーベキューごっこをしている子 ども。文

字や絵を砂場 に描いている子 もいた。今 日見学 したな

かで、白由遊びの時間が最 も良い時間だった。自分が好

きなこと、や りたいことを自由にや らせてもらってい

る。 自分が好 きなことな ら自分一人でもいい と思って

いる子もいた。 自分がや りたいことを自由にや らせて

もらっていることに感動 した。エジプ トでは保護者が、

これは危ない、あれは危ないと怖が りすぎてしまい、子

どもが小さい時にいろいろな経験ができない。」

2/13(水)長 期 に渡 る子 どもたちの探 究 に立 ち会 うな かで、

アィデァが浮 かび 始 める

午 前 は 附 属 後 期 課 程 の授 業 見 学(9年 生 音 楽 、8年 生 学

年 プ ロジ ェ ク ト)の 後 、午 後 は 特別 活 動 にか か わ る 資料 と、

ウェ ン ガ ー の 『CultivatingCommunitiesofPractice』 の 第3

章 を読 み解 い て い っ た。特 別 活 動 の 資 料 は、文 部 科 学 省 か

ら出 され て い る具 体 的 な 説 明 と内容 が 紹 介 され た も の で

あ る。『CultivatingCommunitiesofPractice』 に は 、 コ ミュ ニ

テ ィ を どの よ うに育 て て い くの か 、3年 か ら5年 の プ ロセ

ス が 書 か れ て い る。後 者 に お い て は 、この 目附 属 後 期 課 程

の 学 年 プ ロ ジ ェ ク トに 出 会 っ て い る こ とか ら、 先 生 方 に

い ろ い ろ な ア イ デ ア が生 まれ て い る様 子 だ っ た。

2/14(木)自 身のアイデア(アクションプラン)を言葉にする

この 日はCycleO、1、2で 積み重ねてきた学習のふ り返

りを行い、記録を作成する目である。作成 した記録をもと

に、翌 目のクロスセ ッションで撮告を行 う。今回の記録で

は、エジプ トに戻ってか らのアクシ ョンプランの案を書

き出してみることも提案 された。この口話 し合われたQ

グループの先生方のアクションプランは、次のようなも

のである。
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・地域住民を参加 させたい

・スクールプランに保護者 を参加 させたい

・(附属の)社 会創成プロジェク トをエジプ トで行いたい

がす ぐには実行できないだろう。これからや りたい。

・ふ り返 りの会が大事

・修学旅行に保護者 も参加 させたい

・了どもたちに教えるのではなく、課題 を与え考 えても

らう教育をエジプ トで伝えたい

・特別活動は授業ではな く理論であり、生活にある考え

方

・子どもたちに白己評価 をしてもらう

・縦割 り活動をエジプ トで行いたい

・子どもたちに自由を 与え、正解がないことを教えたい

・附属幼稚園で見たような自由時間をつ くりたい

・コンテ ンツよりもコンピテンシー とい う考え方 を伝え

たい。そ してエジプ トな りのものをつ くりたい。エジプ

トの特活をつ くりたい

・先生が白ら今月の計画を立て、校長に見せるとい うや

り方を伝えたい

・幼稚園では教科書をな くし、音楽や美術にフォーカス

をあて、 了どもに自由を与えたい

・福井大学のように大学も学校の活動に参加 させたい

・学校を自分の才能を活かす場所にしたい

また、ワファー さんは私にこのようなことを伝 えて く

れた。「ここで勉強したことをそのまま伝えるのではなく、

エジプ トの文脈で工夫 しながらや りたい」、「今までは『伝

達』することをしてきた。だから失敗 した。工夫すること

が大事」なのだと。

2/15(金)こ こまでの自身の探究を跡づけ、展望を拓く

前 日に作成 した記録 をもとに、クロスセ ッションを行

った。先週のクロスセッシ ョン同様、マネジメントコース

とアクテ ィビティーコースそれぞれのコースのなかでの

クロスセ ッションで、私はアクティビティー コースの方

に参加 した。私が人ったグループのメンバーは、シャイマ

ーさん(Pグ ループ)、ザハラさん(Pグ ループ)、 シャイ

マーさん(Rグ ループ)、ラナさん(Rグ ループ)、サラさ

ん(Qグ ループ)の5名 であった。通訳のハーガルさん

がずっと私の隣で日本語に訳 して くれたおかげで、この

時のクロスセ ッションの先生方の語 りの内容をかな り知

ることができた。以 ド、少 し長 くなるが、記 してお く。ハ

ーガル さんはその時に私が分かることを最優先 し通訳 し

てくれたため、口本語訳が十分に練 られていない部分も

あるが、そこはご容赦いただきたい。

・シャイマーさん(Pグ ループ)

11日(.月)は 、岸野先生の講義から、授業研究に4つ

のモー ドがあることを知った。 番 大事なのはモー ド4。

モー ド1と モー ド2は 教員 中心のものであり、モー ド3

は教員の協働はあるもののある一つの授業や科 目が中心

であ り、モー ド4に なるとすべての教科がかかわってく

ると理解 した。モー ド4で は記録が特に重要 となる。ま

た、教師の役割も一方的に教科書にあるものを教えるの

ではな く、子 どもたちの学習を支 えるサポーターである

必要がある。

120(火)の 附属幼稚園訪問では、子 どもの白由時間

が多く、遊びながらスキルを発展 させていっていると感

じた。子どもなのに、遊びのふ り返 りを行っていて素晴ら

しいと思った。先生たちの姿から、サポーター としての教

師の役割について改めて考えることができた。学習のス

パイラルについて、理解が進んだ。どうやって記録す るの

かも分かってきた。学習の発展のためには記録が重要。ま

た、ふ り返 りを活かし、自分 も教員として成長できること

も分かってきた。

130(水)の 附属後期課程の学年プロジェク トでの見

学では、教育の最終的なあるべき姿、目標を見た思いが し

た。こんな生徒を育てたいと思った。学年プロジェク トで

生徒たちが様々なグループで活動 している様子を見て、

グループ ワークの組織化 も大事だと思った。エジプ トで

活かせるアイデアとしては、教員が成長できるよ う教員

同+の 研究、研修が必要であるとい うこと。その際記録 を

活かすことが大事。失敗 を活かして研究が続けられ るよ

うに。先生は教科書を教えるだけではない。サポーターと

しての教師の役割を発展させたい。学校のスケジュール

も変えなければならない。特活が全ての科 目に入るよう

にスケジュールを変えていきたい。学校が発展するため

には、教師が白分たちの経験を更新 していかなければな

らない。

・ザハラさん(Pグ ループ)

今週一番分かったことはスパイ ラル研究。エジプ トに

活かしたいタイプはモー ド4だ が、できるかどうか。モ

ー ド4を 実現するためには、校長、教員、子ども、保護者

の協力が必要。教員だけではなく全員の協力が必要。

驚いたのは幼稚園で読み書きを教えないこと。遊びの

なかで子どもが書きたかったら教 えるが、義務 としては

教えていない。幼稚園で、特別支援学校の 子どもたちと一
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緒に歌を歌 うなど交流行事があるのが素晴 らしいと思っ

た。子どもたちが歌った り踊った りしていた時に、先生も

一緒にやっていた。エジプ トでは先生が一緒にやったら、

子どもにしっかり教 えていない、覚えさせていないか ら

教員がやっていると否定的な目で見 られる。エジプ トで

は考え方が 日本 とまった く違 うので、どうやって受け入

れられるか不安。

見学先での先生たちの様 子を見ると、いつも子どもに

「あなたはどう思 う?」 とい う質問だけではなく、「どう

して?」 と聞いている。エジプ トでは成功 させ るための教

育をなんでも行 うが、口本では成功ではなく、子ども一人

一人がや りたいことを活かして、そのスキルを発展させ

るために継続 させ る。考え方が違 うし、や り方が違 うし、

目的も違 う。 日本は子ども一人一人の目的を発展 させる

ために、エジプ トは成功するためにやっている。でもみん

なが成功するわけではない。エ リー トがいて、そ うではな

い人がいて。口本では一人一人のや りたいこと、スキルが

分かっていて、それを伸ば してい く教育を行っている。

ここにある子 どもたち同上の協働 にあこがれ る。 中学

生は責任を持ってお り、主体性、積極性がある。それはす

ごいこと。 子どもの頃か らこのスキルを発展 させている

し、そのための研究が行われている。

アクションプランとしては、校長 と教員 と子 ども、保護

者、みんなの協力が必要。子どもをもっと自由にさせない

といけない。子 どもへのインプ ットだけではなく、子 ども

が持っているスキルを伸ば していけるよ うに。

・シャイマー さん(Rグ ループ)

自分の考 え方がかな り変わってきた。エジプ トに戻っ

てEJSの 他の教員に、今の自分のアイデアを伝 えた らど

のような反応をされ るのか少 し不安。保護者 もこのアイ

デアを受け入れてくれるかどうか。今のものをちょっと

いろいろ変えたいと思っているので、みんなが受 け入れ

てくれるかどうか。ちゃんと全部や りたいから、ちゃん と

全部できるかどうか。 一人だけで変えるのは無理なので、

みんなでや りたい。全部やるのは無理なので、変えられる

ところか ら。みんなが受け入れて くれなくても、少 しだけ

でもいいからやってみる。最初は受け入れて くれ る人が

少なくても、あとで増えてくるかもしれない。この研修に

参加 した時、最初は不安がなかったが、今不安があるのは、

スパイラル研究がいいシステムだ と思 うか ら。ちゃん と

実規 したいと思 うから。実現す るためにはいろいろな問

題 に直面す る。 自分がちゃんとできないことに心配 して

いる。

・ラナさん(Rグ ループ)

幼稚園の目的は子 どもの主体性、協力を育むことであ

り、自由であること。エジプ トにはKJIとKJ2が あ りKJ2

は4歳 と5歳 に読み書きを教える。同じクラスに4歳 と

5歳 の両方がいるので教え方が難 しい。

エジプ トで行いたいのは教科に特活を取 り込む こと。

一つの授業だけではなく
、どんな科 目でも取 り組みたい。

遊びで教えること。や りながら学ぶこと。教師が 「私が言

ったことをやって ください」、「これを書いて ください」と

い うのではないアプローチ。具体的なアイデアはまだな

いが、同僚の先生 と話 し合ってやっていきたい。

実は今、自分のクラスで遊びの時間に、「これで遊んで

ください」と占うのに、それに従わない子 どもがいる。そ

の子は絵が好き。年齢でクラスを分けられないので、全員

である一つのことをや るしかなかった 自分に とって、そ

の子は面倒 くさい と感 じていた。でもエジプ トに帰った

ら、そんなことはしない。や りたいことをや らせる。子 ど

もがや りたいことだった らそれを薦 めた方がいい。その

結果全員 一緒ではなく、グループに分かれ ることになっ

ても、自分(一 教師である自分)が ここを見て、ここを見

て、とい う風に、頑張ってや るほ うがいい。

学校行事には保護者の参加が必要。エジプ トでは保護

者が参加す る行事があま りない。保護者 との会議はある

が、あま り来ない。保護者 と話し合 う会議が増えてほしい。

教員同士のふ り返 りがあったらいい。そこでは正直に

何でも話 し合 うことができ、何かを意図的に隠す ことが

ないように したい。なんでも情撮を共有できたらいい。自

分だけの情根になったら、その人がエ リー トになる。それ

は避けたい。

・サラさん(Qグ ループ)

FLIA(=附 属後期課程の生徒のグループ)の 昼休みの

ポスター発表は素晴 らしかった。生徒たちはOECDの 占

っていることを、ただそのまま占っているのではなく、自

分たちのアイデアを活かして、OECDの アイデアを発展

させるために計画 し実践 している。素晴らしいと思った。

教員のスキル も発展 させないといけない。子 どもたち

が自分たちの力を発展 させるためには、教員が どのよう

にファシリテー トするのか、管理職が どのようにリーダ

ーシップをとるのか、教員全員の役割が大事になってく

る。私は教員として、校長 と教頭の役割が分かった方がよ

いと思 う。今、白分の学校の校長がここ(マ ネジメントコ

ース)に いて、同じ経験をしている。ここに教員(自 分)

と校長がいるが、その間に教頭がいる。自分たちの考 えや
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計画を、帰って教頭 と共有 したい。

アクションプランとしては、ぜひ子 どもと教員 と保護

者が参加す る行事を行いたい。エジプ トでは教員 と保護

者は関係があまりよくない。保護者は子どものことを常

に心配 している。長い計画を立てると結果がす ぐに見え

ないので、保護者の反応が心配。長い計画にもとつく行事

に取 り組んだ方がいいのか、や らない方がいいのか。これ

からの保護者 と教員の関係 にもよる。

幼稚園の子 どもが本を借 りていたのがすごい。幼稚園

児なのに本を読むのかと思った。10年 後また 目本に来た

い。エジプ トに帰ってこの研修 を活かして 白分たちが取

り組む教育が、口本の先生にどのよ うに見えるかをぜひ

聞きたいから。

Cycle2を ふ り返 っ て

「協働探究の長期的な展開プロセスとそれを支 える教

師の専門職学習コミュニテ ィ」を考え進めることを中心

としたサイクルであった。今 こうやって当時の記録 をも

とにその過程を辿 りなお してみると、CycleOと1に おけ

る学習の積み重ねがあるものの、かな り角度のついたテ

ーマであり、提案だったと思 う。本研修は柳沢先生が 目々

の先生方の様子を見なが ら、そしてグループに入ってい

る私たちの話を丁寧に聴き取 りながら、全体 と細部の調

整のなか、状況を読み、ぎ りぎりの ところで判断し方向性

をつけて くださっている。今、この記録を書きなが ら、も

しか した らこの時、柳沢先生はこの提案をす ることに、あ

る種の緊張感 を持ってい らっしゃったのではないかと想

像 している。

クロスセ ッションでの先生方の語 りにもあるように、

これまでエジプ トの先生方(そ れは目本 をはじめ世界の

学校の先生方もそ うであると思 うが)は 、毎 口の1時 間1

時間の授業をどうすればいいかに悩み、また、子 どもたち

に正 しい知識を教えること(伝 達すること)に 一生懸命取

り組んでい らっしゃった。その教育は先生方(に 限らず私

もそ うである)が 受けてこられた教育そのものであり、そ

の長い経験のなかで育まれた学習観や教育観は、例 える

ならば、重い鎧のようなものであると思 う。その鎧に気づ

くこと、そ してそこか ら新 しいパースペ クティブを掴む

ためには、自分のこれまでの学習や教育、そして今 自分が

行っている学習や教育をクリティカルに捉えること、そ

して新たなパースペ クティブを得るために考え進め、そ

の転換のための行動計画を立てることが必要 となって く

る。

このCycle2で は、子どもたちの長期の協働探究の学習

プロセスを展望すること、そのことと連動 しなが ら白分

たち(教 師)の 長期の協働探究の学習プロセスを展望す る

こと、 さらにはそのための教師の専門職学習コミュニテ

ィを培 うことを展望すること、いわば三重の取 り紅み(一こ

重の学習構造)を 提起 している。私は、先に少 し触れたよ

うに、20代 半ばに 渡 大きな学習観の転換を経験 してい

る。その時のことを思えば、白分が着ている 「鎧」に気づ

くだけでも大変であった。また、気づいても、鎧を着たま

まの方が楽だ とさえも思った。しか しなが ら、エジプ トの

先生方は、ご自身の学習観 と教育観 をダイナ ミックに変

容 させている。 もちろんそこに葛藤が伴われていること

は、先生方の語 りを見ても明らかである。EJSの 先生方は

多様な実践や新 しいアイデアに出会いながら、そ して葛

藤 しながら、ゆっくりと三重の学習観 を掴み、展望を切 り

拓いていっている。そ うした先生方の学習過程を今辿 り

なおしなが ら、改めて、EJSの 先生方は教育者であ りプロ

フェッシ ョナルだ と感 じている。

Cycle3学 校 づ く り ・専 門 職 学 習 コ ミュ ニ テ ィ を培 うマ ネ

ジ メ ン トの 長 期 展 望(グ ロー バ ル な 協 働 へ)

Cycle3で は 、Cycle2ま で に 考 え 進 めて き た こ とを活 か

しな が ら、学 校 づ く り ・専 門職 学 習 コ ミュニ テ ィ を培 うマ

ネ ジ メ ン トの 長 期 展 望 を 拓 い て い く こ とが テ ー マ で あ っ

た。私 が2/18(.月)と2/19(火)の 午 前 を欠 席 した た め 、

そ の 部 分 の 記 述 が 弱 い こ とを 予め 断 って お く。

2/18(月)長 期的な展望を拓くための事例や提起に触れ

る

先週末(2/15～17)、 福井大学にて 「実践研究福井 ラウ

ン ドテーブル」が行われた。2/16(土)の プログラムには、

エジプ トの先生方(希 望者)が 一部参加 した。当日私は運

営側にまわっていたため、先生方に同行できなかったが、

30問 で930名 にものぼる国内外の実践者が、そ して子 ど

もから大人までもが実践交流をす る場に立ち会い、EJSの

先生方は何を感 じられただろうか。すでに伊那小学校で

公開研究会の様子を見てその価値 を感 じ取ってい らっ し

ゃること、またこの間長期の探究においてクロスセ ッシ

ョンによる中間報告が大事であることを掴んでい らっ し

ゃることか ら、ラウン ドテーブルの役割や重要性 も、きっ

とご自分たちな りに捉えたに違いない と思 う。

この 口は、午前はラウン ドテーブルのふ り返 りおよび、

附属後期課程の牧田秀昭副校長から 「教師を育てる学校

マネジメン ト」に関する提起 と、福井県教育研究所の森 田

史生先生か ら「福井県の教員研修マネジメン ト」の紹介 を

126StudiesinandonTeacherEducation,Vol.12,2019.6



教師教育研究 第12巻

い た だ い た 。そ して 、午 後 は 午 前 の 提 起 や 事 例 を踏 ま え な

が ら、 教 師 の 専 門職 学 習 コ ミ ュニ テ ィ を 培 う こ とに 向 け

た 示 唆 を得 る た め 、ウェ ンガ ー の 『CultivatingCommunities

ofPractice』 を読 み進 めた 。

2/19(火)立 場の異なるメンバーの考えやアイデアに触れ

たくなる

この 日の午後、EJSの 先生方の希望で、マネジメン トコ

ース とアクティビティーコースの先生方のクロスセッシ

ョンが行われた。 二つのコースのクロスセ ッションはこ

の週の後 半に予定されてい るが、その前に一度お 二々いの

考えを交流 したいとのことだった。アクシ ョンプランを

立てるなかで、特にマネジメン トコースの先生方がアク

ティビテ ィーコースの先生方の考えや意見を聞いてみた

くなったようである。学校づくり、専門職学習コミュニテ

ィを培 うアクションプランを展望する際、多様な世代お

よび役割のメンバーの意見に耳を傾けなが ら状況や ・∫能

性 を探る必要が出てくる。 このような リクエス トが出て

くること、そ して先生たちのリクエス トを反映 させ なが

ら研修内容 を再構築する経験をさせてもらえていること

を嬉 しく感 じた。以下は、そのクロスセ ッションでの、私

が入ったグループの先生方の語 りの内容である。

・ムハンマ ドさん(Cグ ループ)

生徒、教師、保護者、住民の参加を前提にしたスクール

プランをつくりたいと思った。具体的な 目標 とそれを実

現するための活動 も書いた。まずは全体的なスケジュー

ル、それか ら細部を。日程を含めかなり具体的に考えた。

具体的 といっても、まだ週の計画ではあるが。最初の週の

口標として、子 どもたちに記録を書 くことを教えたい。

子どもたちのAgencyを 培 う教育、例えば3ヶ.月 かけ

て、子 どもたちがとうもろこしを育てるプロジェク トを

考えている。3ヶ刀でそれを行 うにはちょっと大変になる

かもしれないが、先生たちと毎 日会議を してふ り返 りを

行 う。 目本で見学に行った学校の取 り組みをモデル にし

ているが、自分な りに工夫 した。記録を教えることを大事

にしたい し、ここで習ったことを他のEJSの 校長 とも共

有したい。

・ムハンマ ドさん(Aグ ループ)

子ども、教師、保護者、住民のための学校づ くり。今回

の研修では自分の学校の教員は来ていないため、帰国 し

て自分がここで学んだことをもとに教員向けの研修 を行

いたい。先生たちが理解 してくれた ら、先生たちが自分た

ちのクラスでコミュニティ・オブ ・プラクティスがつ くれ

るよ うに、活動を通 じた学習を提案 したい。3月 はとうも

ろこしを育てるのにいい時期。 とうもろこしづ くりを行

い、保護者へのワークショップを計画する。学校で何が起

こっているのかを伝えたい。エジプ トは特活の時間だけ

があ り、英語な どでは普通の授業が行われている。特活は

理念だ とい うことが分かったので、全部の時間に取 り入

れたい。

(附属のような)学 年プロジェク トをつ くりたい。その

ために、いろいろな教科を交えた先生たちの学習グルー

プをつくり、そこで教科の共通点を見出 してもらい、それ

を子どもたちのプロジェク トに活か してもらいたい。例

えば、とうもろこし作 りだったら、算数や理科で共通点を

見つけ学年プロジェク トにすることができる。教科書に

あるから勉強するのではなく、プロジェク トをべ一スに、

それを発展 させ るために教科書を使 う。すべての学習を

学年プロジェク トに連続 させ ることができる。

子 どもたちがコミュニティ・オブ ・プラクティスを経験

し、学校 を卒業 してもコミュニティ・オブ ・プラクティス

がつ くれるように教えたい。コミュニティ ・オブ ・プラク

ティスで一番大事なのは教員、子 ども、保護者、住民。4

者の問で協力がない と、コミュニティ・オブ ・プラクティ

スができない。

・レイプさん(Pグ ループ)

「私の世界」とい うテーマのプロジェク トを行いたい。

子 どもたちに、白分のまわ りにあるものについて分かっ

てもらいたい。「私たちは今 どこにいるの?」 という質問

から始ま り、まずは子 どもたちが自分の学校を探険 し始

める。自分の学校についていろいろ考えて、発表 して、ふ

り返 り。次は自分の県、次はエジプ ト、次は世界へ と広げ

たい。グループに分かれて、例えばイタリアや 日本につい

て発表する子 どもがいてもいい。KJ1で は世界地図を学

ぶ。そのなかでいろいろな活動、例えば外国人が来たらど

うやって案内するのか、招待状をつくることもできる。こ

れ らを実践す るために問題だ と思っているのは、保護者

の人たちの理解や協力が得 られ るかどうか。

・ナ ー ヘ ドさん(Qグ ル ー プ)

EJSに あ る 「感 謝 の 目」 に至 る ま で 、い ろ い ろ な活 動 が

で き る。3月 に は母 の 口、4.月 は 孤 児 の 口、5月 に は 労働

者 の 口が あ る。そ れ ぞ れ の 口に意 味 が あ り、ま た 、別 物 で

は な い。3∫]の 母 の 日で は、お 母 さ んへ の感 謝 と、お母 さ

ん が い な い 子 ど もた ち 、孤 児 の気 持 ち を想 像 す る。ま た 、
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両親がいて働いてくれてい ることへの感謝 と、両親がお

らず 自分が働 かなければならない時のことを想像 し、労

働 を深 く考える。そのためには住民の協力がいる。まわ り

にいる人たち、学校の先生、医者などいろいろな人にイン

タビューをする。(マ ネジメン トコースの先生より提案:

人に対す る感謝だけではなく自然に対する感謝 も含 めた

らどうか。そ うすると掃除にも関係 してくる)。母の 日に

子どもたちはお母さんの絵を描いたりして、それ を感謝

の 目に展示する。歌や音楽の演奏などもできればいい。

2/20(水)こ こまでの自身の探究を最大限記録にしようと

する

この 日は、明日の 「省察的クロスセ ッション」に向け、

終 日記録 を作成 した。先生方は非常に熱心に取 り組んで

お られた。それは先生たちが記録の意味やクロスセッシ

ョンの意味を、経験的に十分知 っているか らであると感

じた。

2/21(木)立 場の異なるメンバーがここまでのお互いの探

究を交流し、そこからEJSの 長期に渡る展望を協働で拓こう

とする

福井サイクルにおける大きな山場 となる 「省察的クロ

スセッション」の口である。先生方の表情には、少 し改ま

ったような緊張 しているよ うな様子が感 じられた。マネ

ジメン トコースとアクティビティーコースの先生方のク

ロスのグループで、改めて、福井で考えたことや、エジプ

トに戻ってか らのアクションプランをじっ くり報告 して

もらった。10の グループに分かれて行ったが、ここでは

私が入ったグループ4の 先生方の報告を紹介す る。メン

バーは報告順で、ヤーセルさん(マ ネジメン ト・Aグ ルー

プ)、ハーガルさん(ア クティビティー ・Pグループ)、ヤ

ス ミンさん(マ ネジメン ト・Bグ ループ)、 オムニアさん

(アクティビテ ィー ・Pグループ)、ユスティナさん(ア

クティビティー ・Qグ ループ)で ある。また、このグルー

プには、福井大学連合教職大学院の中川美津恵先生、通訳

のアーヤ さんが加わった。以 ド、アーヤ さんの通訳により

知 り得た報告内容である。

・ヤーセル さん(マ ネ ジメン ト・Aグ ループ)

日本の学校における経験と母校(ESJ)の 展望について

書いた。目本の学校では、プロジェク トベースの学習に最

も驚いた。教師だけではなく保護者もこれ らのプロジェ

ク トにかかわっている。先生がすべてをコン トロール し

ているわけではないことに気づいた。その役割はファシ

リテーターであった。先生たちは生徒の学習プロセスを

促進 していた。また、生徒たちは批判的に考える力を育ん

でいた。日本の教育は、問題解決学習に焦点を当てている。

そこで生徒は様々なスキルを学んでいる。授業では、教師

はカ リキュラムをカバーするだけではなく、生徒が様々

なスキルをつ けてい くことを助けている。私は何人かの

先生が、生徒の関心を引くためにPCを 使っていることに

気づいた。テクノロジーが学校にも取 り入れられている。

校長は学校全体のプロジェク トを監督 している。校長は

生徒たちが幸せであるかをいつ も確認 している。私もEJS

に通 う生徒たちを幸せにしたい。

私の世代の学校での勉強は面 白くないものだった。 し

かし、私たちは新 しい世代のために、学校での勉強を楽し

くしなければな らない。以前、状況を調査することなしに

教師になることはできない と誰かが私に言った。物事の

調査は、教師にとって非常に重要なもの。教師は学ぶ こと

をやめるべきではない。すべての先生が授業研究に参加

するべきである。

この研修において、教師の役割は教える者か らファシ

リテーターへ、そ してカ リキュラムの口標 も自分のなか

で変化 した。子 どもたちに情報を教えるのではなく、多様

なスキルを身 につけること、教科書を勉強するのではな

く、教科書を通 して学ぶ こと。遊ぶことを通 じて学んでい

る日本の子どもたち。記録も重要。EJSの 先生は、学校で

の出来事や子 どもの様子を記録にする練習が必要。

アクシ ョンプランは、自律 した学習者を育てること。そ

れを実用的にするために、3ヶ月の短期のプランを立てた。

そのなかには先生たちへの説明の方法 と、様々な特別活

動、評価方法、ふ り返 りの会の計画がある。子 どもたち主

体の学習、先生たちの授業研究、保護者の役割、そしてテ

クノロジーの使用における重要性にも触れている。

他のメンバーか らのコメン ト(ヤ ス ミンさん):私 はヤー

セル さん と経験を共有 してお り、言っていることがよく

分かる。私の学校には、教師用ガイ ドブ ックに従っていな

い先生がいる。 しかし彼女はとても独創的な活動をして

お り、 自分はこの先生は非常に才能のある想像的な先生

だと思っている。授業は90分 。 子どもは賢い。様々な活

動をし、カ リキュラムを学ぶのに十分な時間がある。

・ハーガルさん(ア クティビティー ・Pグループ)

私は特活が総合的な学習方法であることが分かった。

レポー トにはすべてを詳細に書いた。 レポー トは2つ の

パー トか ら成 る。最初のパー トは私たちの実践的な経験
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について、2つ 口のパー トは、このプログラムを通 じて習

得 した理論的な知識について。前半では、まず金沢小学校

の訪問について書いた。子 どもたちが活動を通 じて学ん

でいるのがよかった。子 どもたちは一 口中いすに座 って

いるようなことがない。また、日本の幼稚園の子どもたち

はペンや紙 を通 して学ぶことがない。遊びやゲームを通

じて様々なスキルを身につけている。

私は先生が教室で環境に優 しい材料を使 っていること

に気づいた。子 どもたちはそれを使って活動 している。福

井市森円小学校についても書いた。EJSと 共通す るところ

も見つけた。スポーツイベ ン トやボランティア活動が と

ても良い と思った。

この研修において、授業研究と授業研究における様々

なモー ドを知ることができた。私は自分の レポー トで授

業研究の各モー ドを説明 した。エジプ トで様々な授業研

究モー ドを適用 したい と思 う。特活についての様々な資

料も読んだ。このことで、特活が何であるかの理解 を深め

た。また、実践コミュニティが何を意味す るのかを理解 し

た。実践コミュニティは、教師、子 ども、保護者、ボラン

ティアを含むものである。

日本の学校は、量ではなく質を重視 している。EJSは 明

確な ビジョンを持っているが、まだ体系的なシステムが

ない。私は、スパイラルダイアグラムを考えた。そ してア

クシ ョンプランでは、それをEJSの カ リキュラムに取 り

入れることを試みた。私は一晩中アクシ ョンプランを考

えた。いろいろなことを考えた。例えば、砂漠地帯と農業

地帯の違いを子どもたちに気づかせる方法など。また了

どもの保護者のためにも、いくつかのアクションプラン

を考えた。私は保護者が、先生 と 緒 に子 どもの学習過程

に没頭 して参加す ることを望んでい る。地域社会にも

様々なイベ ン トに参加 してほしい と思 う。子 どもたちに

遠足をしてもらいたいので、それもアクシ ョンプランに

加 えた。

教育環境についても考えた。アクションプランに、健康

的な学習環境をつ くるとい う口標を追加 した。 このアク

シ ョンプランの評価方法 としては、アクシ ョンプランを

評価するための反省会の実施を考えている。

他のメンバーからのコメン ト:今回の研修では、ハーガル

さんの学校からは、ハーガルさん しか参加 しておらず、校

長が参加 していない。これまで撮ったビデオや写真 も活

用 しながら、校長 と経験やアイデアの共有をす ると良い

のでは。

・ヤスミンさん(マ ネジメント・Bグ ループ)

まず白分の印象をみなさん と共有 したい。私はここで

見た探究プロセスが本当に好き。探究プロセスにおいて

最 も重要なことは、そのためのフ レームをつ くること。ス

パイラルな学習方法が好き。

たくさんの特別活動に驚いた。最 も興味がそそ られた

活動は学P(=学 年プロジェク ト)だ った。私はエジプ ト

で、今す ぐ学Pの 実践がはじめられるとは思っていない。

簡単な活動からはじめる必要がある。福井大学附属学園

で校長の話を聞いた。私は レポー トに実践コミュニティ

について書いた。学校の校長でさえも、誰もが学び続ける

べき。私は6年 生の子どもたちが2年 生の子どもたちを

どのように歓迎 し、また出会 うかを見た。小 さな子 どもた

ちはとても幸せそ うだった。学校が社会のようだった。誰

もが誰をも尊重 している。先生たちはお互いか ら学んで

いる。

私は 日本の学校の、清掃への参加の仕方が好き。先生も

了どもが学校を掃除するのを助 けている。

エジプ トでは保護者をもっと関与させる必要がある。

ここで撮った写真を見せたい。

伊那小学校にも感動 した。い くつかのプロジェク トは、

完了するまでに何年 もかかる。学校 は将来の ビジョンを

持ち、活動のすべてがつながっている。

私のEJSの 学校は、大学とつながるのに役立つ と思 う。

附属学校のような存在になれ ると思 う。1年を通 じ子ども

が学校行事の準備をする。イベン トの直前だけではない。

私はエジプ トの先生が、子 どもにそ うさせ ることができ

ると思 う。

私のアクシ ョンプランとしての教育 ビジ ョンは、リー

ダーシ ップスキル と、様々な人 と協力する能力を持った

了どもを育てること。先生の役割や協力も大切。学校の事

務を文書化 し、様々なクラスについて話 し合い、了どもの

問題について話 し合い、授業研究、リフレクションセッシ

ョンの開催、 リフレクシ ョンセ ッシ ョン後の改善の確認

などを行いたい。校長は教師を支援する役割。各活動には、

活動を評価できるよ う明確な目標 を設定する必要がある。

・オムニアさん(ア クティビティー ・Pグループ)

レポー トには、最初に金沢小学校の訪問について書い

た。歓迎してくれて嬉 しかった。私は何人かの子 どもの手

仕事を見た。私はかれ らが使っている材料に感銘を受 け

た。すべての材料は環境に優 しいものだった。私は子 ども

のプ レゼンテーションを見た。そのプレゼンテーション

の間、すべての子 どもが注意深 く聞いていた。一般的に、
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子どもたちが 」寧 な声で話 していることに気づいた。ま

た、すべてが文書化 されていることに感銘を受 けた。先生

は動画を使 って子 どもたちに教 えていた。子 どもたちの

遠足の写真を見た。

伊那小学校では教師同士で経験を交換するための研究

会を開いていた。伊那小学校では、伊那の環境条件でより

よく生きる子どもを育てることに焦点を合わせていた。

私は了ども同士の集会 を見た。この会議で、子どもたちは

将来の夢 を共有 していた。先生は子 どもに 口標 と夢の違

いについて尋ねていた。子 どもたちはその違いをブレイ

ンス トー ミングし、自分の目標 と夢について考え始めた。

私たちはこの研修において、幼稚園を訪問した。子 ども

たちは 自由遊びのなかで学んでいた。走 り回り、自由に遊

ぶことを怖がっていない。先生は了どもたちに、自由に遊

ぶスペースを与えている。そのなかで、子 どもたちは自分

自身で新 しいことを発見する。

アクションプランとしては、活動 として、EJSで 子ども

たちが白分の作品を展示できるイベン トを作 りたい。私

は子 どもたちが先生の助けを借 りながら、 自分 自身でこ

のイベン トが開催できるよ うに したいと思 う。保護者も

このイベ ン トに参加 してほしい。このイベン トには地域

コミュニティも参加できる。私はエジプ トの 子どもたち

が、花を植 えるなどの活動を通して学ぶことを望んでい

る。EJSの幼稚園の子 どもたちに簡単なプロジェク トを作

ってもらいたい。たとえそれがとても簡単で単純なプロ

ジェク トであってもいい と思 う。子 どもたちはそのプロ

ジェク トを通 じてたくさん学ぶだろ う。先週の福井 ラウ

ン ドテーブルで見た子どもたちのポスター発表について

もレポー トで触れた。私の レポー トのタイ トルは、「新 し

い開発を実行することができる新 しい世代」とした。

発表 もあった。プ レゼンテーシ ョンの後、子 どもたちはお

勾二いに肯定的なフィー ドバ ックをしていた。かれ らもま

た、リフ レクションセ ッションを行 っていた。

私のレポー トでは、4つのモー ドの授業研究について触

れた。EJSで 様々なモー ドを実践 したい。校長が、どこか

ら始めるのがよいか、いつ他のモー ドを実行 しはじめる

のがよいかを決定すると思 う。

幼稚園の訪問のすべてに感動 した。エジプ トの何人か

の保護者は、子 どもたちが遊びを通 じて学ぶことを望ん

でいる。かれ らは子 どもたちに新 しいことを発見 しても

らいたいと思っている。しかし、エジプ トの一部の親は、

了どもたちがペンと紙を通 して学ぶことを望んでいる。

私は 目本の子 どもたちがゲームや活動を通して学ぶ こと

に感銘を受けた。私はEJSの 校長が保護者 と話 し、活動

を通 して学ぶことの重要性を説明するべきだと思 う。

口本の幼稚園の子 どもたちがひ らがなを書いた り模倣

した りできることに驚いた。 日本の幼稚園の子 どもたち

は、教室や家のなかにあるものを使って、様々なものを作

っていた。私は何人かの子 どもたちが簡単な材料でいす

とテーブルを作 り、レス トランを作っているのを見た。ま

た、ダンボールで作られたアクセサ リーショップを見た。

そして男性教師にイヤ リングをプレゼン トしていた。小

さなぶ らんこを作っている子 どももいた。彼女はこのぶ

らんこのバ ランスをとろ うとしていた。その子は成功す

るまで、ぶらんこのスイングの調整 をした。彼女はこの活

動を通 じてバランスについて学んだ。

アクションプランとしては、子 どもたちをグループに

分けて、かれ らに異なった活動をさせたい。子 どもたちが

自分たちの活動を、自分たちでコン トロールできるよう

にしたい。

・ユスティナ さん(Qグ ループ)

まず、2日 目に見た金沢小学校のマラソンについて書い

た。エジプ トにはこのようなマラソンはない。子どもも先

生も、見学 している私たちに気をとられていなかった。み

んな学習に集 中していた。私はこの研修のふ り返 りのセ

ッシ ョンを通 じて、たくさん学んだ。EJSで は、活動の後

に リフレクションセッションをするとい う、この研修 と

同 じシステムを実行 したい。

日本の先生は、子 どもたちがもっと創造的になる活動

を考えている。幼稚園では、了どもたちが時間を大切にし

ている。私は附属の1年 生が新1年 生を歓迎するために

主催 したイベン トが好 きだった。1年生の子 どもたちはと

てもよく組織 されていた。3年 生のクラスでは、ポスター

中川先生:エ ネルギッシュな議論に感動 した。それぞれの

学校で、 目本の学校の良さを取 り入れよ うとしているこ

とが嬉 しい。目本の学校は知 ・徳 ・体のバランスをとるこ

とを大事にしているけれ ど、エジプ トはどち らか といえ

ば今は学力だろうか。子 ども同+が 学び合 うこと、教員 も、

校長も、地域も、お互いが学び合 うことを学校経営に活か

していただければ。

Cycle44週 間 を ふ り返 り、 今 後 の展 望 を切 り拓 く

研修 も残 り20と なった。この20問 はCycle4と して、

この4週 間を大きくふ り返 りなが ら、エジプ トで発展的

に実践を展開 していくための展望を切 り拓 くサイクルで

ある。

130StudiesinandonTeacherEducation,Vol.12,2019.6



教師教育研究 第12巻

2/22(金)新 しい学習モードを獲得したことへの自覚と、世

界を認識し変革する主体的な自己への気づき

この 口、柳沢先生から、この間提案 されてきた特別活動

の将来 と、それを実現す る三重のアプローチ(re刊ective

spiralア プ ロー チ、weave-upreweavingア プ ローチ、

cultivatingco㎜unityア プローチ)が 改めて確認 され、さ

らに分散型 コミュニティアプローチが提起 された。柳沢

先生の提起の最後の一部分を、メモにもとづきここに記

してお く。

「この4週 間のプログラムのなかで、すでにこの4つ

のチャレンジを始めていると思 う。私たちはこの間協働

探究を重ねてきた。特活を糸 口に21世 紀の教育を展望 し、

1週 目、2週 目、3週 目とリフレクションを重ねてきた。

renectivespiralを実現 し、そ してグループでいつもそれを

編んできた。様々な意見、様々な議論を編んできた。そ し

てそれをクロスセ ッシ ョンで他のメンバー とも編んでき

た。その意味で、私たちはもうすでにW6avingupア プロ

ーチに挑戦 してきている。それぞれのチームはコミュニ

ティになり、そ してこの6つ のグループが大きなコミュ

ニティをつくっている。このコミュニティはエジプ トの

教育改革の出発点を支 える大事なコミュニティである。

みなさんのコミュニティは日本のコミュニテ ィとも密

接な関係をつ くってきた。様々な学校を訪ね、それをエジ

プ トの教育に結びつけるコーディネーターの役割 を果た

している。 もうすでにグローバルコミュニティが始 まっ

ていると言える。ウェンガーの 『コミュニティ・オブ ・プ

ラクティス』の最後の第10章 、その題名はReweavingthe

W6rld、 世界を編み直す とい うタイ トル。私たちのこの取

り組みは、世界の教育を編み直す重要なスターティング

ポイン トになったと思 う。その成果を大事に持ち帰って、

お 二々いの国で頑張っていきたい。」

柳沢先生の提起に、マネジメン トコースのアハメ ドさ

ん(マ ネジメン トコース/ダミエ ッタEJS学 校長)よ り、

研修員の先生方を代表する形で、次の言葉が述べ られた。

「この研修で実践をし、学ぶことができた。提起されたア

プローチをや りながら学んできた。単なる研修ではなく、

倍の成呆が得 られたと思っている。単なる講義 だけでは

なく実践を味わうことができた。ご存知のように、初 口か

ら私たちは、特活はどこかと尋ねてきた。特活に対 してず

っと抱いていた疑問やその実施方法に伴 う不安が、先生

のおかげで解消 され、私たちは特活の定義を自分たちの

なかか ら変えようとした。私たちも変化 してきた。新 しい

学習モー ドになってきた。特活か ら、世界を編んでいくこ

とへ、それを学んできた。穏やかに変化 してきた。火が灯

され、それは私たちの実践に芽生えている。この研修に協

力してくださった全員にお礼の言葉 を言いたい」

この後、翌週(2/25)東 京で行われるラウン ドテーブル

の確認 とその準備を行った。これまで先生方は非常に深

い探究を行い、非常に複雑な考察を重ねなが ら、それ を共

有す るための長い レポー ト書いてきた。この日は、東京で、

そしてエジプ トでより多くの人にその考察に参加 しても

らえるよう、ポスターを作成 した。

2/25(月)次 の探究に向け、ひとまわり広いところにいる多

様なメンバーに自身のこれまでの探究と気づきを表現する

東京 ラウン ドテーブルの日。本研修の初 日の 「三つの種」

にも参加 してくだ さった在 目本エジプ ト大使館の方々、

JICAの 方々、早稲円大学の村 円品子先生、神奈川大学の

入江直子先生、早稲 田大学のエジプ ト人留学生らを交え、

ラウン ドテーブルを行った。前半は、金曜 口に作成 したボ

スターを活用 したポスターセ ッシ ョン、後半はグループ

とな り省察的クロスセ ッションを行 った。そ して、次の 日

(2/26)の 閉講式をもって研修が終了した。

Cycle3とCycle4を ふ り返 っ て

本研修期間における終盤 となるCycle3と4で は、エジ

プ トの先生方か らこの間の学習が跡づけられ、その基盤

のもと、短 ・中・長期のアクションプランがつ くられた。

そのアクションプランでは、自分たちが見てきた、そして

経験 してきた協働探究の構造 と類似する構造を持つ授業

づ くり、学校づくり、コミュニティづくりが展望 されてい

る。

先生方は今頃エジプ トで、 どのような取 り紅みをなさ

っているのだろうか。きっ と最初は うまくいかないこと

も多いと思 う。しかし、それ も乗 り越えていかれるのだと

思 う。なぜなら、コミュニティ・オブ ・プラクティスが培

われるのには長い時間がかかることを先生たちは十分 に

自覚 してお り、計画には失敗も織 り込み済みだか らであ

る。

外か ら伝達 されるのではなく、白分たちのなかから自

分たちの教育を考え、変えていくこと。自分たちの手に自

分たちの教育の未来があること。 この研修で考えたこと

を、先生方はエジプ トで、私は日本で活か し、今後 もつな

がりながら、共に世界の教育改革に貢献できたらと思 う。

V.結 びに代 えて

本稿では、2014年 から現在までの自身の福井大学連合
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教職大学院における国際展開の経験を跡づけることを試

みた。また、そのなかで、E∫EPの 研修においては、当時

の記録をもとにエジプ トの先生方の学習過程を辿 ること

を試みた。いずれ もまだ掴みが弱いことは、白分が一番よ

く分かっている。しかし、このように国際展開の取 り組み

を表現できたことを嬉 しくも思っている。私のなかでま

だ言葉の力が伸びていること、そ してこれか らも伸ばし

ていけそ うであるとい う見通 しは、希望にも近いもので

ある。

筆者は、2013年10月 に福井大学教職大学院に着任 して

以降、ずっと言葉を渇望している。そのことは着任後の記

録にも書いてお り(半 原2014)、 実に5年 以上思い続けて

いることになる。おそらくこの渇望は、ずっと続 くのだろ

う。しか しながら、5年前はやみ くもであったその思いが、

今は どんな占葉の力 を培いたいのか、その方向性が見え

てきている。その力を培 うための処方箋はなく、また 朝

一夕でつ く力でもない
。そのため今後時間をかけ、コツコ

ツと磨いていくしかないのだろう。しかし、孤独でもない、

と思 う。福井大学連合教職大学院の修了生を含む院生お

よびスタッフ、福井大学履修証明プログラムの公民館主

事をは じめとする受講者の方々、福井大学の学部学生、そ

して国際展開の取 り組みのなかで出会ってきた海外の先

生方等々、私は省察し探究を続 けている人たちのコミュ

ニティのなかにいる。

自分の探究を支えて くれているすべての人たちに感謝

すると共に、私も仲間の探究を支えられ るよう、そ して 日

本および世界のよ り良い教育改革の構築を多様なメンバ

ーと協働探究できるよう成長 していきたいと思 う。
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